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5/1
から 福祉 事 務 所 の担当区域 が

一 部 変わります ～より身近で便利に～

福
祉
事
務
所
は
区
内
に
5
ヵ
所
あ
り
ま
す
が
、区
域
を

担
当
す
る
福
祉
事
務
所
ま
で
の
交
通
の
便
が
あ
ま
り
良

く
な
い
地
域
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、新
た
な
福
祉
施
策
に
積
極

的
に
取
り
組
む
た
め
、福
祉
事
務
所
の
担
当
区
域
を
見
直

し
ま
す
。

東
部
・
西
部
福
祉
事
務
所
が
担
当

し
て
き
た
区
域
の
一
部
が
、中
部

福
祉
事
務
所
に
変
わ
り
ま
す

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
る
か
ぜ
の

路
線
や
便
数
が
増
え
た
こ
と
で
、
一

部
の
地
域
で
は
、
担
当
の
福
祉
事
務

所
よ
り
も
中
部
福
祉
事
務
所
(
区
役

所
北
館
I
階
)
へ
向
か
う
ほ
う
が
便

利
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
福
祉

事
務
所
で
取
り
扱
う
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
や
量
の
増
加
に
よ
り
、
福
祉
事
務

所
間
の
調
整
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
し
、
中
部

福
祉
事
務
所
の
担
当
区
域
を
広
げ
、
5

月
1
日
か
ら
、
東
部
福
祉
事
務
所

と
西
部
福
祉
事
務
所
が
担
当
し
て
き

た
一
部
の
地
域
を
、
中
部
福
祉
事
務

所
の
担
当
に
変
更
し
ま
す
。
利
用
者

に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
で
便
利
な
窓

口
に
な
り
ま
す
(
表
1
)
。

な
お
、
千
住
福
祉
事
務
所
と
北
部

福
祉
事
務
所
の
担
当
区
域
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

表1　 福祉事務所の担当区域( 5 月1 日以降)
※ 青字が変更となる地区

福
祉
事
務
所
の
取
扱
業
務

各
福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
は
、
高

齢
者
・
障
害
者
・
児
童
・
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
の
相
談
・
手
続
き
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
(
表
2
)
。

次
の
取
扱
業
務
を
除
き
、
ど
の
福

祉
事
務
所
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

□
担
当
の
福
祉
事
務
所
で
な
い
と
取

り
扱
え
な
い
主
な
手
続
き
な
ど

▽
生
活
保
護
の
申
請
な
ど

▽
障
害
者
の
補
装
具
、
日
常
生
活
用

具
、更
生
医
療
の
申
請
な
ど

▽
入
院
助
産
申
請

▽
母
子
福
祉
資
金
貸
付
申
請

表2　 福祉事務所の受付事業一覧

※ 申請受付欄の「● 」は、担当の福祉事務所でのみ申請を受け付けます
「■ 」は担当区域外の福祉事務所でも申請を受け付けます

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る

方
の
自
立
支
援
を
推
進
し
ま
す

福
祉
事
務
所
で
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
の
方
が
自
立
し
て
日
常
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
支
援
事
業

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
各
福
祉
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
/
人

権
と
同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
/
職
員
募
集

4
・
5
面
▽
4
月
か
ら
保
育
料
を
改
定
し
ま
す
/
結
核
　
あ

な
た
は
大
丈
夫
?
/
新
潟
県
中
越
大
震
災
義
援

金
の
受
付
状
況

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
わ
ー
く
わ
く

通
信
/
掲
示
板
/
映
像
広
報
制
作
だ
よ
り

8
面
▽
▽
▽
や
さ
し
い
道
路
環
境
を
つ
く
ろ
う
/
ス
ケ
ッ
チ

あ
だ
ち

区長へのファクス
FAX3880- 5678

「区民の声」を

お待ちしています

◎ 区の木…さくら / 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは2
月15 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

◆ 申込・・・申し込み方法
◆ 期 限 ・・・申し込み期限
◆ 場 ・申・問先・・・場 所・

申し込み先・ 問い合わせ先
◆ 費 用の記載のないものは無料

◆ 　 … ホームページアドレス
◆ 　 … E メールアドレス

児
童
手
当
(
特
例
給
付
を
含
む
)

を
受
給
し
て
い
な
い
方
へ

現
在
、
児
童
手
当
(
特
例
給
付
を

含
む
)
を
受
給
し
て
い
な
い
方
(
児

童
手
当
支
給
対
象
児
童
が
小
学
校
就

学
前
か
ら
小
学
校
第
3

学
年
修
了
<
9

歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
3
月
3
1

日
>
前
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と

に
伴
ケ
未
受
給
者
を
含
む
)
で
、
次

の
状
況
に
な
る
と
、
受
給
可
能
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
年
度
途
中
で
所
得
を
修
正
申
告
し

て
、
所
得
が
減
額
と
な
っ
た

▽
保
護
者
が
厚
生
年
金
な
ど
の
被
用

者
年
金
制
度
に
加
入
し
た

▽
家
庭
の
事
情
で
保
護
者
が
変
更
に

な
っ
た
な
ど

ま
た
、
転
入
や
出
産
な
ど
の
後
、

ま
だ
児
童
手
当
を
申
請
し
て
い
な
い

方
も
、保
護
者
の
所
得
が
制
限
内
(
表
1
)

で
あ
れ
ば
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
共
働
き
世
帯
の
所
得
は
合
算
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者
の
代
表
者
の

所
得
で
審
査
を
行
い
ま
す

対
象
=

保
護
者
が
区
内
に
住
所
を
有
し
、
小

学
校
第
3
学
年
修
了
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者
で
、
所
得
制
限
(

表
I
)
内
の
方

必
要
書
類
等
=

申
請
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関
の
普

通
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
/

年
金
手
帳
な
ど
年
金
の
加
入
状
況
が

確
認
で
き
る
も
の
(
写
し
可
)
/

印

鑑
(
ス
タ
ン
プ
印
不
可
)
/

健
康
保

険
証
(
生
活
保
護
受
給
中
の
方
は
不

要
)

※
1
6年
1
月
2
日
以
降
、区
内

に
転
入
し
た
方
は
、
1
6年
度
の
所
得

証
明
書
(
課
税
・
非
課
税
証
明
書
)

原
本
1
通
。
使
用
目
的
を
児
童
手
当

と
指
定
し
、
1
6年
1
月
1
日
に
住
民

登
録
し
て
い
た
市
区
町
村
か
ら
取
り

寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
請
求
が
可

能
で
す

申
込
=
窓
口

申
先
=
児

童
給
付
係
、
福
祉
事
務
所
(
1
面
表
1

参
照
。中
部
福
祉
事
務
所
を
除
く
)

問
先
=
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

表1　 児童手当(特例給付を含む)所得限度額

※ 源泉徴収票が発行されている方は源泉徴収票の給与所得
控除後の金額欄に記載されている金額から、自営業の方で
確定申告した方は総所得金額から、表2 の該当額を控除し
た額を参照してください
※ 扶養人数の3 人目以降は、1人増えるご とに38 万円を 所
得限度額に加算してください
※ 扶養親族などが老人扶養親族であるときは、6万円を 加
算してください

表2　 児童手当( 特例給付を含む) 控除額一覧
乳
幼
児
の
発
達
相
談

就
学
前
ま
で
の
発
達
に
心
配
の
あ

る
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に

応
じ
て
、
通
所
指
導
、
心
理
、
言
語

の
個
別
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

幼
児
発
達
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
6

呼
吸
器
病
教
室
(
音
楽
療
法
)

日
時
=
3
月
‥
1
1
日
㈲
、
午
前
1
0時
～

‥
H時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の

方
と
そ
の
家
族

内
容
=
ぜ
ん
息
発

作
を
楽
に
す
る
腹
式
呼
吸
に
つ
い

て
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
学
び
ま
す

講
師
=
山

浩
氏
(
声
楽
家
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
入
居
者
募
集

体
が
や
や
弱
り
、
生
活
に
不
安
が

あ
る
高
齢
者
が
、
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
す
る
た
め
の
軽
費
老
人
ホ

ー
ム
で
す
。
食
事
の
提
供
や
入
浴
の

準
備
、
生
活
相
談
な
ど
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
…
区
内
在
住
で
満
6
0歳
以

上
/
自
炊
が
で
き
な
い
程
度
の
身
体

機
能
低
下
、
ま
た
は
高
齢
な
ど
の
た

め
独
立
し
た
生
活
に
不
安
が
あ
る
/

身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る
/

使
用
料
が
負
担
で
き
る
(
本
人
の

年
収
に
よ
り
月
額
約
3
万
～
1
2万
円

の
ほ
か
実
費
相
当
分
)
/
保
証
人
を

立
て
ら
れ
る

募
集
室
数
=
▽
1
人

部
屋
・
:
1
室
(
予
定
)

▽
2
人
部
屋

・
:
1
室

※
2
人
部
屋
に
は
、夫
婦
・

兄
弟
姉
妹
・
親
子
な
ど
で
入
居
で
き

ま
す

申
込
用
紙
配
付
・
申
込
期
間
=
2

月
1
0日
～
2
3日

※
申
込
用
紙

は
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

区
民
事
務
所
、
ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
、

高
齢
調
整
係
で
配
付

申
込
=
電
話

連
絡
後
、
本
人
と
保
証
人
が
申
込
用

紙
を
施
設
に
持
参

申
先
=
ケ
ア
(

ウ
ス
六
月
(
六
月
I
-
6
-
I
)

(
5
2
4
2
)
0
3
0
5

問
先
=
高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

区
立
第
四
中
学
校

夜
間
学
級
生
徒
募
集

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
な

い
方
で
学
習
意
欲
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

授
業
時
間
=
午
後
5
時
3
0分
～
9

時
(
行
事
・
給
食
あ
り
)

受

付
時
間
=
午
後
2
時
～
9
時
(
春

休
み
中
は
、
午
後
2
時
～
7
時
)

申
・
問
先
=
第
四
中
学
校
夜
間
学

級

　
(
3
8
8
7
)
1
4
6
6

医
療
費
は
大
切
に

病
気
や
ヶ
ガ
は
、
突
然
や
っ
て
き

ま
す
。
高
齢
の
方
が
、
多
額
の
経
済

的
負
担
を
背
負
う
こ
と
の
な
い
よ

う
、
そ
し
て
、
安
心
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
老
人
保
健
医
療

制
度
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
の
財
源
は
、保
険
料
と
国
・

都
道
府
県
・
区
市
町
村
の
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
、
多
く
の
人
の
協
力
に
支

え
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

区
が
1
5年
度
に
支
払
っ
た
老
人
保

健
医
療
費
の
総
額
は
約
4
4
7
億
円
、
老

人
保
健
医
療
受
給
者
I
人
当
た
り
平

均
7
4万
7
千
円
余
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
1
6年
度
も
医
療
費
は
高
い
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
病
気
予
防
や
上
手
な
受
診
を
心
掛

け
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
医

療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

<医
療
費
の
有
効
利
用
7
カ
条
>

▽
受
診
す
る
と
き
は
、
症
状
を
要
領

よ
く
説
明
し
ま
し
ょ
う

▽
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

▽
同
じ
病
気
で
い
く
つ
も
の
病
院
を

受
診
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

▽
治
療
よ
り
も
予
防
に
努
め
ま
し
よ

▽
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

▽
「
栄
養
」「
運
動
」「
休
養
」
の
健

康
三
原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
医
療
費
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
保

持
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

問
先
=
高
齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

住民税・所得税の
申告はお早めに

問先= 課税第一・二係

3880- 5231 ・0

4 月1 日
から

紙パック・乾電池は
集積所で回収します

今までの公共施設での回収から、近くの集積所へ出す
だけに変わり、便利になります。紙パックは「資源」、マ
ンガン・アルカリ乾電池は「不燃ごみ」として出してく
ださい。なお、区内公共施設での紙パック・乾電池回収
は3 月11日で終了します。
くわしくはお問い合わせください。 問先= リサイク
ル推進課事業係 　3880 ―5862

16 年 度地 域 保 健 福祉 推 進協 議 会
第1 回 「健康 あ だち21 専門 部 会 」
を 公開 し ま す

日時=2 月28日 、午後2 時～4 時 ※ 傍聴の
受け付けは健康推進課で、午後1 時～1 時30分
場所= 区役所 定員=10 人(抽選) ※ 傍聴する

場合にはいくつかの制約があります 問先= 健
康づくり係

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
　
意
見
を
募
集
し
ま
す

足
立
区
保
育
計
画
(
案
)

区
は
、
保
育
計
画
(

案
)

を
作
成

し
ま
し
た
。
計
画
(

案
)

は
、
区
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ヘ
の
掲
載
と
併
せ

て
、
保
育
課
な
ど
で
配
付
し

、
広
く

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
/

区
内
に
事
業
所
な
ど
を
持
つ
法
人
/

そ
の
他
団
体

申
込
=

郵
便

、
フ
ァ

ク
ス

、
E

メ
ー
ル
で

、
住
所

、
氏
名

ま
た
は
名
称
(

法
人
・
団
体
な
ど
は

代
表
者
氏
名
)
、
意
見
を
明
記

期
限
=
2

月
1
5
日
消
印
有
効

申
・

問
先
=

保
育
計
画
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

(
3
8
8
0
)
5
6
6
2

h
o
i
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

(仮
称
)
未
来
を
創
る
足
立

っ
子
す
く
す
く
ガ
イ
ド

区
は
、
人
間
形
成
の
基
礎
と
な
る

乳
幼
児
期
の
保
育
・
教
育
の
重
要
性

を
考
慮
し
て
、
O
歳
児
か
ら
就
学
前

ま

で

の

、
保

育

・
教
育

ガ
イ

ド
を

作

成
し

ま
す

。

ガ

イ
ド
(

素
案
)

は
教
育

改
革

推

進

課

で
配
付

す

る
ほ
か

、
区

・
ホ
ー

ム

ペ
L

ン
に

も
掲

載
し

、
広

く
意
見

を

募

集

し

ま

す

。

対

象
=

区

内

在

住

・
在

勤

・
在
学

の
方
/

区
内

に
事

業

所

な
ど
を

持

つ
法
人
/

そ

の
他

の

団

体

申

込
=

郵

便

、
フ

ァ
ク

ス

、
E

メ

ー
ル
で

、
住

所

、
氏
名

ま

た
は

名

称
(

法
人

・
団

体
な

ど
は
代

表

者

氏

名
)

、
年
齢

、
意

見
を

明
記

期

限
=
3

月
2

日

必
着

申

・
問

先
=

教

育

改
革

推
進

課
幼
児

教

育

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中

央
本

町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
9
8
1

(
3
8
8
0
)
5
6
4
1

k
a
i
k
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

(仮
称
)
足
立
区
文
化
振

興
基
本
条
例

文
化
振
興
を
行
う
上
で
の
基
本
的

な
考
え
方
、
区
の
責
務
お
よ
び
基
本

計
画
の
策
定
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
足
立
区
文
化
振
興
基
本
条
例
(
素

案
)
」に
つ
い
て
、
広
く
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

条
例
(
素
案
)
は
、
区
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
と
併
せ
て
、
文
化

課
・
区
内
各
図
書
館
で
配
付
し
ま
す
。

申
込
=
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
氏
名
ま
た
は
名
称

(法
人
・
団
体
な
ど
は
代
表
者
氏

名
)
、年
齢
、
意
見
を
明
記

期
限
=
2

月
2
8日
必
着

□
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

条
例
の
制
定
に
あ
た
り
、
区
民
の

皆
さ
ん
か
ら
直
接
意
見
を
聴
く
た

め
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
=
2

月
2
4日
困
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

申
込
=
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
氏
名
を
連
絡

期
限
=
2

月
2
2日
必
着

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
/
区
内
に
事
業
所
な
ど
を
持
つ
法

人
/
そ
の
他
団
体

申
・
問
先
=
文

化
調
整
係

〒
川一
・
8
5
1
0

中
央

本
町
I

ム
n
-
I

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

(
3
8
8
0
)
5
6
4
1

b
u
n
k
a
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
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痴
ほ
う
予
防
講
演
会

日
時
=
2
月
2
5日
面
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3

時
3
0
分

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方

内
容
=
痴
ほ
う
(
認

知
症
)
を
予
防
す
る
た
め
に
、
生
き

生
き
暮
ら
す
た
め
の
人
と
の
交
流
の

仕
方
を
学
び
ま
す

講
師
=
釘
宮
由

紀
子
氏
(
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
)

定
員
=
6
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

食
と
健
康
教
室
「
し
っ
か
り
食
べ
て
、

ら
く
ら
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
(
2
日
制
)

日
時
=
3
月
2
日
㈲
・
9
日
㈲
、
午

前
1
0時
～
正
午

対
象
=
体
重
が
気

に
な
る
方
、
生
活
習
慣
病
の
た
め
減

量
が
必
要
な
方

内
容
=
美
し
く
や

せ
る
た
め
の
食
事
と
運
動

定
員
=

2
5人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

歯
周
病
健
診

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
も
、
初
め

て
の
方
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
(
1

年
度
に
1
回
の
み
)
。

□
2
0～
3
9歳
の
区
民

日
時
=
2
月
2
3日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
2
時
3
0分

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診
・
相
談
/
歯
間
ブ
ラ

シ
・
糸
付
き
よ
う
じ
な
ど
の
補
助
用

具
を
使
っ
て
の
実
習

定
員
=
3
5人
(

先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は

窓
口

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

□
4
0～
6
0歳
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
=
千
人
(
先

着
順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

※

後
日

、受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・

問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

節
目
健
康
診
査

4
0・
5
0・
6
0歳
に
な
る
方
を
対
象

に
、
基
本
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検

診
・
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
セ
ッ

ト
に
し
た
節
目
健
康
診
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
年
4
回

に
分
け
て
お
知
ら
せ
と
申
込
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
対
象
=
昭
和
2
0

・
3
0・
4
0年
の
4
月
1
日
～
6
月
3
0

日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

※
2
月
1
8

日
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。
希
望
者

は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

届
か
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
込
=
同
封
の
申
込
(
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
明
記

期
限
=
3
月
H

日
消
印
有
効

問
先
=
成
人
保
健

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

第
2
回
犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時
=
3
月
7
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3

時
3
0
分

対
象
=

区
内
在

住
・
在
勤
の
方

内
容
=
犬
の
し
つ

け
方
の
基
本
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
犬

を
使
っ
て
学
び
ま
す

※
当
日
は
自

分
の
犬
を
連
れ
て
来
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

講
師
=
都
・
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ

ー
職
員

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
足

立
保
健
所
住
居
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

ア
イ
ヌ
の
人
々
の

人
権
問
題
1

皆
さ
ん
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、

ア
イ
ヌ
民
族
で
あ
る
と
い
う
だ
け

で
、
就
職
や
結
婚
な
ど
に
お
い
て
、

様
々
な
差
別
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
差
別
の
歴
史

的
背
景
に
つ
い
て
、
川
村
力
子
ト
ア

イ
ヌ
記
念
館
館
長
の
川
村
シ
ン
リ

ツ
ー
エ
オ
リ
バ
ッ
タ
ー
ア
イ
ヌ
氏
に

よ
る
実
情
の
紹
介
で
す
。

「
日
本
列
島
、
グ
リ
ル
列
島
、サ
(

リ
ン
に
先
住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族

は
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら

狩
猟
、
漁
労
、採
取
、
農
耕
を
営
み
、

コ
タ
ン
コ
ロ
ク
ル
(
首
長
)
統
治
の

も
と
平
和
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
和
人
に
よ
っ
て
、
次
第

に
独
自
の
生
活
基
盤
や
文
化
が
侵
害

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
室
町
時
代
に

は
、
強
制
労
働
や
伝
染
病
の
ま
ん
延

に
よ
っ
て
人
口
が
激
減
し
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
以
降
、
ア
イ
ヌ
民
族
が

住
む
大
地
は
日
本
の
一
部
(
北
海
道

と
命
名
)
と
さ
れ
、
民
族
独
自
の
文

化
、
宗
教
、
言
語
、
ア
イ
ヌ
名
な
ど

の
使
用
が
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
ア
イ
ヌ
民
族
は
、

民
族
の
魂
と
生
き
方
を
失
わ
ず
、
戦

後
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
を
設
立
。

同
化
を
目
的
と
し
た
『北
海
道
旧
土

人
保
護
法
』
(
1
8
9
9
年
)
の
廃
止

と
民
族
の
復
権
に
向
け
て
活
動
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
1
9
9
7
年
、

『ア
イ
ヌ
の
人
々
の
民
族
と
し
て
の

誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を

図
る
こ
と
』を
目
的
と
し
て
、『ア
イ

ヌ
文
化
振
興
法
』
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
ア
イ
ヌ
民

族
に
対
す
る
理
解
と
権
利
の
回
復
は

充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
ア
イ
ヌ
民
族
は
、
民
族
独

自
の
文
化
・
宗
教
・
言
語
の
継
承
と

発
展
、
そ
し
て
権
利
の
回
復
の
た
め

に
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。」

区
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
人
権
が

守
ら
れ
る
よ
ケ
啓
発
に
努
め
ま
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

職
員
を
募
集
し
ま
す

1
7
年
度
　

鋸
南
・
日
光

自
然
教
室
指
導
補
助
員

対
象
=
教
員
免
許
所
持
者
お
よ
び
卒

業
時
取
得
見
込
み
の
方

内
容
=
担

当
す
る
各
学
校
の
鋸
南
自
然
教
室
(

小
学
校
4
年
生
)
・
日
光
自
然
教
室
(

小
学
校
6
年
生
)
で
引
率
教
諭
の

補
助

謝
礼
=
1

回
の
引
率
に
つ
き
3

万
3
千
2
0
0円

※
交
通
費
別
途
支

給
。
引
率
中
は
食
事
付
き

募
集
人

教
=
延
べ
3
5
0人程
度

申
込
=
電
話

※
申
し
込
み
後
、応
募
用
紙
を
送
付
。

引
率
の
期
間
(
5
月
～
1
8年
2
月
、

複
数
回
希
望
可
能
)
を
調
整
し
て
担

当
校
を
決
定
し
ま
す

期
限
=
3
月
1
0

日

申
・
問
先
=
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

消
費
生
活
相
談
員
(
非
常
勤
)

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

し
、
相
談
実
務
経
験
の
あ
る
、
5
5歳

ま
で
の
方
・
:独
立
行
政
法
人
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
が
認
定
し
た
消
費
生
活

相
談
員
/

日
本
産
業
協
会
が
認
定

し
た
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
/

日
本
消
費
者
協
会
が
認
定
し
た
消
費

生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

※
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
消
費
生

活
相
談
養
成
講
座
を
修
了
し
た
だ
け

の
方
は
不
可

勤
務
内
容
=
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
業
務
(
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
入
力
業
務
あ
り
)
、消
費
者
教

室
講
師
ほ
か

勸
務
条
件
=
週
4
日
(
3
0

時
間
)
、
社
会
保
険
・
年
金
加
入

あ
り

報
酬
=
月
額
2
0万
円

募
集

人
数
=
I
人

選
考
=

▽
1
次
…
論

文

▽
2
次
・
:面
接

※
面
接
は
3

月
1
9一日
圉

採
用
予
定
日
=
4

月
1

日

申
込
=
次
の
も
の
を
持
参
ま
た

は
郵
送
・
:履
歴
書
(
市
販
の
も
の
。

写
真
貼
付
)
/
資
格
証
な
ど
の
写
し
/

論
文
「
国
や
都
の
役
割
を
ふ
ま
え

て

足
立
区
の
消
費
者
行
政
の
あ
り

方
」
(
千
2
0
0字程
度
、
原
稿
用
紙
、
自

筆
)

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん

期
限
=
2
月
2
8日
必
着

申
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
I

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

区
立
保
育
園
臨
時
職
員

な
ど
の
登
録
者

対
象
=
保
育
園
の
業
務
に
関
心
が
あ

る
方

勤
務
内
容
=
保
育
園
の
保
育

補
助
な
ど
の
業
務

勤
務
条
件
=

▽

欠
員
パ
ー
ト
・
:午
前
8
時
3
0分
～
午

後
5
時
1
5
分
の
間
で
6

時
間
程
度

(園
で
指
定
)

▽
朝
夕
保
育
…
午

前
7
時
3
0分
～
1
0時
お
よ
び
午
後
4

時
～
6
時
3
0分
の
間
で
、
2
～
4
時

間

報
酬
=

▽
欠
員
パ
ー
ト
…
時
給

8
2
0
円

▽
朝
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表3　 障害福祉センター専門非常勤勤務概要一覧

※いずれも、募集人数は各職種1 人( 選考) です

自転車もルールを守って事故防止

昨年11月、区内の歩道上で、歩行中の高齢
者と若者が乗った自転車が衝突し、高齢者が
死亡する事故が発生しました。
自転車に乗るときも、道路交通法を守り、

安全に正しく通行しなければなりません。
自転車の主な交通ルール=> 車道では左側端
を走行する> 歩道では車道寄りを走行し、
歩行者の通行を妨げない> 走行中に携帯
電話を使用したり、傘をさしたりしない>
並んで走行しない> 決められたところに
正し< 駐輪する> 夜間は必ずライトをつ
ける 自転車の主な違反と罰則=> 一時停止
違反・信号無視… 3 ヵ月以下の懲役または5
万円以下の罰金> 夜間無灯火走行… 5 万
円以下の罰金> 二人乗り・歩行者通行妨害
… 2 万円以下の罰金または科料 問先= 交
通安全係 　3880- 5912
千住警察署 　3879- 0110
西新井警察署 　3852- 0110
竹の塚警察署 　3850- 0110
綾瀬警察署 　3620- 0110
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子育て支援をもっと
充実させるために
4月から認可保育園の保育料を改定します

足立区子育て支援サービス利用者負担適正化

審議会( 以降、審議会) が、16年10月に、子育
て支援サービスのうち、保育料の利用者負担の

適正化について、区長に答申しました。その答
申には、「5 つの提言」(右下) があり、この答申
の内容を踏まえ、4月から保育料を改定します。

保育料改定の理由
審議会から「5 つの提言」が出されたことや、前回の保育料改定

から5 年が経過していることなどを踏まえ、区は次のような理由か
ら保育料を改定することにしました。
認可保育園利用者と、それ以外の世帯との負担の公平を図ること
「子育てホームサポート事業」など、子育て世帯全体への支援策

が強く求められていること。加えて、保育需要も年々増加してお
り、保育園誘致などによる定員拡大や一時保育などの多様な保育
サービスが求められ、そのための新たな財源を確保しなければな
らないこと
区の厳しい財政状況の中では新たな財源確保は難しく、利用者負

担のあり方なども見直す必要があったこと

利用者には適正な負担を
15年度の区政モニターアンケートでは、認可保育園の利用者は「他

の自治体並みの負担はすべき」「国基準並みの負担はすべき」との回
答が合わせて50% に達しました。
また、認可外保育園などを利用している世帯や在宅で子育てをし

ている世帯から、利用者負担の公平化を求める声もあります。
「認可保育園利用者は、就学前児童の約25% で、残り75% の認可外

保育園に通園する世帯や、在宅で子育てをしている世帯との、負担
の公平化が必要」との意見が審議会からも出されました。

今回の保育料改定のポイント

ポイント1
保育料の改定は、家計への影響を少なく
するため、経過措置期間を設けます

17～19年度… 経過措置期間
上記3 年間は経過措置期間として、本来の保育料よりも軽減され

ます。17～19年度は、現行保育料の約20% 増、金額にすると、児童
一人あたり月額で平均2, 485円増の新たな保育料になります。
20年度以降… 本来の保育料を適用
20年度からは、現行保育料の約40% 増、金額にすると、児童一人

あたり月額で平均4, 969円増の新たな保育料になります。

ポイント2 認可保育園に3 人以上の児童が入所して
いる場合、第3 子からは無料( 新規事業)

生計を一にする世帯から、認可保育園へ同時に3 人以上の児童が
入所している場合、現在はすべての児童に保育料が掛かっています。

改定後は、上から3 番目の子どもから、保育料が無料になります。

保育料の改定による財源で、さらに
子育て支援策の充実を図ります

今回の保育料改定により生まれた財源で、区は認可保育園の環境
整備の要望に応えていくほか、それ以外の多様な保育のニーズやサ
ービ スに対応するための施策を行います( 図1) 。

図1　 保育料の改定によって、今後行う取り組み( 予定)
現在実施中

保育サービス
・公・私立認可保育園での保育

・認可外保育園での保育
・年末保育 ・一時保育
・延長保育 ・休日保育
・病後児保育
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・認証保育所などの利用者への支援制度を発足

・子育て支援策、保育サービスの拡充

・認可保育園の誘致

・保育環境の整備

「5 つの提言」

認可外保育園に通 わせる世帯への支援

制度の検討をすべきである

認可保育園の保育料を見直し、少なくと

も食材費相当分の利用者負担を求める

べきである

階層間の保育料格差 について応能負担

の立場から再検討すべきである

在宅で子育てしている世帯への支援策

を充実すべきである

情報公開に努めるべきである。

なお、保育サービスについては、今後

も見直していく必要がある

この特集に関するお問い合
わせは、保育課保育調整
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足立区の保育経費事情 15年度決算では、区の保育料収入は国基準保育料( 国の定める保育料) の43% です。保育料の改定によ
り、17年度からは、国基準保育料の約50% になり、さらに20年度からは国基準保育料の約60% になる見込
みです。20年度以降も国基準保育料に比べると安い保育料が維持されます。

保育経費は約137億円!

この金額は認可保育園に通う児童の
保育のために使われています。全保育
経費約137億円のうち、72. 1%を区が負
担しています( 図2) 。
園児一人当たり平均月額142, 000円
保護者が負担する園児一人当たりの

保育料平均は、月額12, 254円です。
それに対し、保育経費は園児一人当

たり平均で月額142, 000円です。年齢の
低い児童ほど人手が掛かるなどの理由
で、費用が高くなります。

図2　 保育経費の負担率 足立区の保育料は23
区中、21番目

足立区の保育料は23
区中、21番目です( 図3
。14年度各区決算値
より算出) 。
園児総数は23区中第2

位( 8, 642 人。16年3
月1 日現在) となって

います。

図3　23 区の保護者の負担する保育料の比較

新潟県中越大震災義援金の受付状況
昨年10 月 の 地 震 発 生以 来, 皆 さ んか ら た く さん の ご 支

援 をい た だ き まし た。 あ り が と う ご ざい ます 。

□ 新 潟 県 中越 地 震 被 災 地 全体 に対 す る義 援金( 1 月31 日

現 在の 窓 口 受 け 付 け 分)

合 計 … 8, 674, 966 円 　 団体( 77 件) … 8, 621, 966 円

◎ 団体名( 受 け付け順・敬称略。ただし, あだち広報16 年11 月25 日号
掲載団体は除く) … 花畑住区センター管理運営委員会/ 花畑住区セン
ター管理運営委員会 老人館体験手芸/ 青井三丁目杉の子こども会/
日赤奉仕団足立区地区/ 医療法人社団 苑田会/ おやじの会/ 西

新#15 部町 会/ 東 綾瀬自治会/ 大 師接骨院/ 中 村あきらチャリティ
歌謡ショ ー/ 虹 の会/ 興本住区センターノ興野町会/ 南保木間町会/
新田地区避難所運営本部/ 大谷田五丁目町会リサイクル実行委員

会/ 都営大谷田自治会/ 佐野一丁目町会ノグリーンクラブノ日ノ出
町自治会/ 干住関屋町町会/ 佐 野二丁目南町会/ 区 立花畑中学校避
難所運営本部/ 大谷田上自治会・大谷田障害福祉施設/ 青井四丁目緑
会/ 隅田自治会/ 綾西会/ 足立区文化祭フリーステージ実行委員会/
綾瀬東町会有志一同/ 鹿 浜押部婦人会/ 梅田通町会/ 長 門東部自

治会/ 柳 原北町会/ 花畑団地自治会/ 弘 道幼稚園父母の会/ 梅島二
丁目東町会/ グリーンコーポ千寿自治会/ 柳原南町会/ 西川電気睦
会/ 東 京綾瀬ライオンズクラブノ日ノ出町団地自治会/ 千 住旭町自
治会/ 都住舎人自治会/ 梅田正和町会/ 歓喜の演Vol . 4「第九」/ 五反
野コミュニティセンター/ のびのび会/ 若宮自治会/ 島 根町会/ 中
央本町三丁目町会/ 金 絲雀童謡の会一同/ 中央本町ふれあいまつり

実行委員会/ 三の輪町会/ 竹の塚上町会/ 喫茶パンプキン有志一同/
竹の塚南町会婦人部/ 堺田町会/ 柳原西町会役員一同/ 千住旭町

会/ 溯江地区少年団体協議会/ 足立区青少年対策第四地区委員会/
六木四丁目町会/ 東保木間町会/ 区立溯江中学校生徒会/ 区立第一
中学校/ 梅島栄町会/ 六月中央団地自治会/ 佐野二丁目北町会/ 第
五住宅会
個人( 8 件) … 53, 000 円

今後 も義援金 の受け付けを下記のとお り行い ます。

<振り込 み先/ 郵便振替>

口座番号00530- 2- 2000

口座名義 日本赤十字社新 潟県支 部

※ 振込用紙 の通信欄に「新 潟地震 」と明記

問先= 地域支援課振興係 　3880- 5855

□ 足立区友 好自治体「魚沼市( 旧小出町) 」に対す る義援

金( 1 月31 日現在)

合計… 30, 441, 299 円 　団体( 160 件) … 29, 054, 885 円

◎ 団体名( 受け付け順・敬称略。ただし、あだち広報16年11月25日
号掲載団体は除く) …足立区少年軟式野球連盟/ 区立西新井中学校
創立30周年記念実行委員会PTA 一同/ 日本棋院足立支部/ 足立区テ
ニス協会/ 千代田商店街振興組合/ 八千代歯科クリニック/ 足立成
和信用金庫中央支店/ 足立区剣道連盟/ 足立四中昭和29年卒業3 年F
組クラス一同/ 辰沼リョウユウ会GG 有志一同/ 東京歌謡連盟/

足立区女性団体連合会/ 東和銀座商店街朝市/ サンクス浦越バイパ
ス店/ 区立青井中学校2 年生一同/ 大師銀座商店街振興組合/ 佐野
区民事務所管内自治会連絡協議会/ 都住保木間アパート自治会/ 足
立中央住設(株) / ぱんだ保育園/ スワン会/ ( 株)三浦工務店/ ( 株)
三浦工務店三和会/ 区立辰沼小学校/ 区立栗島中学校PTA/ 若草
専念寺幼稚園/ 溯江高校PTAOB 会/ ( 株)オリエント一同/ 鹿浜
太極拳クラブ/ 進和会/ 東京足立中央ライオンズクラブノハ千代自
治会/ あだちリサイクル協会/ 南保木間町会/ ( 株) 江北機械製作所/
関原不動商店街振興組合/ 足立区工業会連合会/ あだち異業種連

絡協議会/ 足立区連合婦人協議会/ 足立区私立幼稚園協会父母の会
連合会/ 足立区婦人学級連絡協議会/ 区立弘道第一小学校教職員・PTA

運営委員会/ 溯二錬武会/ 竹勇会/ ゆうまつり実行委員会/
千住大門商店街振興組合/ 八光会/ 東京都交通局千住自動車営業所/ (
株) 浅香工業/ 区立上沼田中学校/ 足立異業種交流会足立イコー

会/ 第十三中学校 地域文化祭ノナカノコウギョウ(株) / 小台運送(
有) / 蒲原自治会/ 隅田自治会延命地蔵三体奉賛会/ 柳原東町会/
区立新田中学校PTA/ 区立梅島第二小学校( 父兄生徒) / ( 有)丸
光電気工業所/ 大谷田上自治会/ 大谷田―丁目団地自治会/ 区立第+
一中学校PTA/ のこぎりキング下田/ 区立溯江中学校PTA/

伊興町自治会/ 足立東町会/ 足立区消費者友の会/ 東和センターふ
れあいまつり実行委員会/ 足立区軟式野球連盟/ 東京土建一般労働
組合足立支部/ 区立皿沼小学校PTA/ 区立第二中学校PTA/ 区
立舎人小学校PTA/ 足立区卓球連盟/ 区立保木間小学校PTA/
足立区青少年委員会/ 保木鬨五丁目自治会/ 区立鹿浜西小学校/ 西
新井西町会/ 区立第十二中学校PTA/ 梅島栄町会・中央本町栄町
会/ 区立第二中学校生徒会/ 区立第十中学校/ 足立市場協会/ ( 社)
足立区薬剤師会/ 区立第九中学校/ 足立異業種交流会未来クラブノ
区立高野小学校PTA/ 区立第四中学校PTA/ 足立区ゲートボー

ル協会/ 区立上沼田小学校PTA/ はねつぎめだかの会/ 竹の塚中
町会/ アダチライダーノ西新井本町一丁目アパート自治会/ 西新井
公団住宅自治会/ 栗原町会/ 栗原南町会/ 西新井栄町二丁目町会/
栗原団地自治会/ 興野北町会/ 西新井本町三丁目自治会/ 西新井第
四都住自治会/ 西新井本町二丁目アパート自治会/ 西新井六丁目ア
パート自治会/ 西新井北町会/ 西新井東町会/ 西新井町会/ 西新井
本町一丁目自治会/ 西新井仲町会/ 西新井中央町会/ 栗原一丁目ア
パート自治会/ 西新井地区町会自治会協議会ノブリランテ/HP0
法人すまいの相談室ノボランティアグループあじさい/ 神明・六木
地区子ども会有志/ 区立扇小学校PTA/ 西新井緑町会/ 西新井公
団住宅自治会/ 区立第五中学校PTA/ 区立興本小学校PTA/ 財
団法人海外技術者研修協会/ ( 株) わかばケアセンターノ足立区鹿浜
押部町会/ 住都公団竹の塚第一団地自治会
個人( 116 件) … 1, 386, 414 円

<振り込み先/ 足立成和信用金庫中央支店>

口座番号 普通1148676
口座 名義 「小 出町魚 沼市義 援金 足 立区 経済 観光課

長 情水 忠」

※ 振込手数料 は足 立成和信用金庫 の各 支店の窓口で振

り込 む場合 のみ無料 です。振 込受け付け は3 月31 日で

終了させていた だきます 問先= 観光係 　3880 ―5853　

魚沼市への義援 金は、一 部を区長と区議会が直接現地

へ届けたほか、魚沼 市に送金し ました。

結 核
あなたは大丈夫?

結核は過去の病気ではありません。現在、日本全体で毎年3 万人以上、区内でも
毎年200人以上の結核患者が発生しています。結核は、今なお日本最大の感染症です。

まだまだ恐い病気「結核」

過去に結核に感染したことがある
高齢者が、加齢や病気などで免疫力

が低下し、結核を発病するケースが
増えています。

また、結核菌に未感染の若い世代
でも、学校や勤務先で集団感染する
例が増えています。
図4 に当てはまる人は、特に注意

が必要です。

風邪のようで風邪じゃない、
それが結核!
せき、タンが2 週間以上続いたら、

早めに医療機関で受診してくださ

い。症状が1 ヵ月以上続いた場合、25
人に1 人が結核と診断されていま

す。図5 のような症状がある方のほ
か、胸痛や体重が急激に減少した方
などは注意が必要です。

結核 は、

人から人へうつる感染症
結核は、結核菌を直接吸い込むこ

とによって感染し、免疫力が落ちた
ときに発病します。きちんと治療す

れば、6～9 ヵ月程度で確実に治り
ます。しかし、服薬を中断すると、
薬が効かない治療の困難な菌が出現
してしまいます。医師の指示に従い、

きちんと服薬することが人切です。

図4　当てはまる人は要注意!

糖尿病の人
最近、結核菌
に感染した人

胃を切除
した人

副腎皮質ホルモン剤

治療を受けている人

悪性腫瘍が
ある人

人工透析を

受けている人

これらに当てはまる人は結核の発病率が高いので、
年1 回は健診を受けましょう。

図5　 結核が疑われる主な症状

▲ タンが出る ▲ せきが長引く( 2 週間以上)

▲ 倦怠感が続く( 活力が出ない) ▲ 微熱が続く

結核予防接種( BCG 接種) の
対象年齢が変わります

結核予防法が改正され、4月1 日からBCG 接種の対
象が6 ヵ月未満の乳児のみとなります。現在、4歳未満でBCG

接種を受けていないお子さんのいる方は、至急管
轄の保健総合センターに連絡してください。

BCG 接種を受けましょう

乳幼児が結核にかかると重症化したり、後遺症を残す
ことがあります。BCG 接種は結核の発病や、重症化す
ることを防ぎます。生後6 ヵ月になる前までに必ず接種
しましょう。区では3 ・4ヵ月児健診時に接種をしていま
す。

お問い合わせは各保健総合センターへ

中央本町 　3880- 5351
竹 の 塚 　3855- 4151

江 北 　3896- 4004
千 住 　3888- 4277
東 和 　3606- 4171

電子自治体オンライン サービスを

利用するための実践講習会
区では電子自治体のオンラインサービスの一環として、電子入札サービスを4 月から開

始します。このサービスを有効に活用できるように、区内事業者を対象とした講習会( D

コース) を開催します。この講習会は、16年11月に行った電子入札資格審査についての講
習会( C コース) の続きで、電子入札および入札情報サービスの概要を、パソコンを使っ
て学べます。 対象= 区内事業者 ※ C コースを受講していない事業者の方も受講できま
す。日程、申し込み方法など、くわしくは区・ホームページをご覧ください 問先= システ

ム管理係 　3880 ―5817
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは2

月15 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申 込・・・申し 込み方法
◆ 期 限 ・・・申 し 込 み 期 限

◆ 場・ 申・問 先・・・場所・
申し込み先・問い合わせ先

◆ 費 用の記載のないものは無料
◆ 　 … ホ ー ムペ ー ジ アド レ ス

◆ 　… E メールアドレス

4
月
か
ら
小
・
中
学
校

に
入
学
予
定
の
方
へ

□
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学
を
希
望

す
る
外
国
人
の
方

ま
だ
入
学
申
請
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
方
は
、
就
学
係
に
至
急
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

□
国
立
・
私
立
の
小
・
中
学
校
へ
の

入
学
が
決
定
し
た
方

入
学
す
る
学
校
の
入
学
許
可
証
を

就
学
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
方

「
就
学
届
」を
未
提
出
の
方
は
、至

急
、
入
学
す
る
学
校
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
就
学
係(

3
8
8
0
)
5
9
6
9

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
の
方
へ
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

学
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

補
助
金
(
1
6年
度
後
期
<
1
6年
1
0月

～
1
7年
3
月
分
>
)
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
・
:外
国
人
学
校

に
通
学
し
て
い
る
/
外
国
籍
を
有
す

る
/
足
立
区
に
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る

申
込
=
▽
区
内
の
外
国
人
学

校
に
在
籍
・
:学
校
か
ら
の
指
示
に
従

っ
て
手
続
き

▽
区
外
の
外
国
人
学

校
に
在
籍
・
:
総
務
課
私
学
振
興
に
連

絡

※
手
続
き
に
は
、
在
籍
証
明
書

(区
役
所
所
定
の
も
の
)
、保
護
者
名

義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
、

印
鑑
が
必
要
で
す

問
先
=
総
務
課

私
学
振
興

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
6年
度
第
4
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
後
は
、延
滞
金
(
年
率
U
∵
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

引
き
続
き
納
付
が
な
い
場
合
は
、
差

し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い
場

合
や
、
不
明
な
点
が
あ
る
と
き
は
、

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
問

先
=
納
税
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

納
税
課
徴
収
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
7

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

対
象
=
災
害
に
あ
っ
た
り
、
自
営
業

の
方
が
倒
産
・
破
産
、
ま
た
は
自
己

の
意
思
に
よ
ら
な
い
失
業
な
ど
で
収

入
が
極
端
に
減
少
し
、
資
産
・
能
力

の
活
用
を
図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
保
険
料
の
支
払
い
が
で
き
な
く

な
っ
た
世
帯

※
通
常
の
退
職
に
よ

る
収
入
減
な
ど
は
該
当
し
ま
せ
ん

内
容
=
申
請
月
以
降
分
か
ら
3
ヵ
月

単
位
で
減
免
。
6
ヵ
月
を
限
度

申

込
=
事
前
に
電
話
の
上
、
窓
口
へ

申
・
問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦

課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国
民
年
金
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

将
来
、
年
金
を
減
額
さ
れ
た
り
、

受
給
で
き
な
く
な
ら
な
い
た
め
に
、

表
2
に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
加
入
や
転
入
な
ど
の
届
け

出
を
す
る
場
合
に
も
、
基
礎
年
金
番

号
の
記
入
・
確
認
が
必
要
で
す
。
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
先
=
年
金
適
用
係
ま
た
は
各
区
民

事
務
所

問
先
=
年
金
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

表2　 年金手続きが必要なとき
都
営
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
西
綾
瀬
(
高
齢

者
向
け
住
宅
)の
管
理
人
募
集

対
象
=
住
み
込
み
で
で
き
る
、
5
5歳

以
下
で
同
居
す
る
家
族
が
い
る
方

勤
務
内
容
=
高
齢
者
の
日
常
生
活
相

談
や
緊
急
時
の
対
応
業
務

採
用
予

定
=
1
7年
4
月

※
そ
の
ほ
か
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
入
居
資
格
要
件
あ

り
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問
先
=
住
宅
管
理
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

区
営
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の
入
居
者

募
集
(
8
5歳
以
上
単
身
者
向
け
)

申
込
用
紙
配
布
期
間
=
2
月
1
6日
～
2
3

日
(
土
・
日
曜
は
除
く
)

配
布
場

所
=
住
宅
管
理
係
、
各
区
民
事
務
所

(無
く
な
り
次
第
配
布
終
了
)

※

く
わ
し
く
は
「
募
集
の
し
お
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=
住
宅
管
理

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

消
費
者
団
体
の
登
録

を
受
け
付
け
ま
す

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体

は
、
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
内
の
施
設
利

用
予
約
の
抽
選
に
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
消
費
者
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」

な
ど
、
暮
ら
し
の
情
報
の
提
供
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
登
録
有
効
期
間
=
4

月
1
日
～
1
8年
3
月
3
1日

対
象
=

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
・
:消
費
生
活
問
題
に
関
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
/
営
利
を
目

的
と
し
な
い
/
構
成
員
が
5
人
以
上

で
、
区
内
在
住
・
在
勤
者
が
過
半
数

を
占
め
る

申
込
=
必
要
書
類
(
登

録
申
請
書
、
会
則
、
会
員
名
簿
、
活

動
報
告
書
な
ど
)
を
持
参

奈
申
請

書
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
配
付

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

家
庭
用
品
・
電
気
用
品
の

立
入
検
査
に
ご
協
力
を

家
庭
用
品
の
品
質
に
関
す
る
表
示

の
適
正
化
と
、電
気
用
品
に
よ
る
危

険
お
よ
び
障
害
の
発
生
を
防
止
す
る

た
め
、立
入
検
査
を
行
い
ま
す
。検
査

員
が
3
月
4
日
ま
で
に
伺
い
ま
す
。

対
象
=
家
庭
用
品
・
電
気
用
品
販
売

事
業
者
の
う
ち
、無
作
為
抽
出
さ
れ

た
事
業
者

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

先
進
的
な
環
境
改
善
活
動
に

対
し
助
成
し
ま
す

募
集
期
間
=
2
月
1
0日
～
2
月
2
5日

対
象
=
よ
り
よ
い
環
境
を
生
み
出
す
た

め
に
見
本
と
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
る

区
民
、非
営
利
団
体
お
よ
び
そ
の
他
の

事
業
者

内
容
=
区
環
境
基
金
審
査

会
の
意
見
を
聞
き
、決
定
し
た
活
動
に

対
し
て
、区
環
境
基
金
を
活
用
し
て
助

成
金
を
交
付

申
込
=
必
要
書
類
を

持
参

※
募
集
要
項
な
ど
は
環
境
課

で
配
付
。結
果
は
決
定
次
第
、郵
送
で

通
知

問
先
=
環
境
課
計
画

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿

を
調
製
し
て
い
ま
す
。
こ
の
選
挙
人

名
簿
を
選
挙
人
に
対
し
、
次
の
と
お

り
縦
覧
し
ま
す
。
期
間
=
2
月
2
3

日
～
3
月
9
日

場
・
問
先
=
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

あ
な
た
の
企
画
で
講
座
を

作
り
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
区
民
が
企
画
し
主
体
的
に
運

営
す
る
「
区
民
企
画
講
座
」
の
企
画

を
募
集
し
ま
す
。
対
象
=
区
内
に

活
動
の
拠
点
を
置
く
7
人
以
上
(
う

ち
区
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
が
7

割
以
上
)
の
グ
ル
ー
プ

※
営
利

ま
た
は
特
定
の
政
党
・
宗
教
活
動
を

目
的
と
す
る
団
体
を
除
く

内
容
=

男
女
平
等
、
性
別
に
よ
る
差
別
や
格

差
の
解
消
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
的
と
す
る
も
の

※
I

講
座
3
回
以
内
。
趣
味
、
教
養
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
内
容
は

除
く

開
催
時
期
=
8
月
～
1
8年
1

月

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
を
提

出

※
申
込
用
紙
は
男
女
参
画
プ
ラ

ザ
で
配
付

期
限
=
4
月
8
日

※

申
し
込
み
締
切
後
、
応
募
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
「
企
画
説
明
会
」
を
行
い
、

採
用
企
画
を
決
定
。
ま
た
、
講
座
の

日
程
な
ど
は
、
各
グ
ル
ー
プ
と
男
女

参
画
プ
ラ
ザ
の
協
議
で
調
整

場
・

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

17 年第1 回区議会定例会
本会議・委員会の傍聴は、区議会事務局で受け
付けます。開会予定の1 時間前から整理券を発行
し、定員を超えた場合は30分前に抽選をします。
問先= 区議会事務局議事係 　3880―5797

表1　17 年第1 回区議会定例会日程

※日程は予告なく変更する場合があります

2 月の休日納税・納付相談

日時=2 月27 日(日)、午前9 時～午
後4 時 場所= 区役所 問先=
納税 相談係 　3880 ―5236
納税課徴収推進係 　3880- 5237
こくほ年金課納付相談係

3880 ―5243
介護保険課収納管理係

3880 ―5744

都市計画案の縦覧を行います
この内容について関係のある方は、都知事または区長に意見書を提出でき
ます。
□ 都が決定する都市計画案
内容=> 新交通専用道第二号日暮里・舎人線の変更> 都市高速鉄道日暮里・
舎人線の変更> 用途地域の変更
□ 区が決定する都市計画案
内容=> 高度地区の変更> 防火地域および準防火地域の変更> 特別工業
地区の変更> 江北駅( 仮称) 周辺地区地区計画の決定> 西新井駅西口周
辺地区地区計画の変更> 六町地区地区計画の変更> 上沼田南地区地区計
画の変更> 伊興町前沼地区地区計画の変更> 佐野六木地区地区計画の変
更> 足立東部地域神明南地区地区計画の変更> 国道4 号A 地区( 日光街
道) 沿道地区計画の変更> 足立区環状七号線B 地区沿道地区計画の変更>
西新井駅西口周辺地区防災街区整備地区計画の決定> 関原一丁目地区防

災街区整備地区計画の決定> 足立一・二・三丁目地区防災街区整備地区計
画の決定 公告日=2 月21日 縦覧・意見書提出期間=2 月21日～3 月7 日
意見書提出先=> 都決定の都市計画案…都・都市計画課> 区決定の都市計
画案… 区・都市計画係 縦覧場所・問先= 区・都市計画係 ※ 都決定の都市
計画案は都・都市計画課でも縦覧できます。区域など、くわしくはお問い合
わせください。区・ホームページでもご覧になれます 　3880 ―5280

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

区役所へは電車やバスを利用してください
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催
し
物
ガ
イ
ド
定員に先着順
とあるものは2
月15 日

から受け付け

区
・
観
光
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
第
1
9回
足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
作
品
展
示

内
容
=
応
募
総
数
2
9
5点
の
中
か
ら
、

専
門
家
な
ど
の
審
査
の
結
果
、
入
賞

し
た
3
0作
品
を
展
示
し
ま
す
。
期

間
=
2
月
1
5日
～
2
8日
正
午
ま
で

※
2
月
1
8日
～
2
0日
を
除
く

場
所
=

区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

□
光
の
祭
典
「
街
中
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
審
査
結
果

区
民
参
加
に
よ
る
「
街
中
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」は
、東
西

地
域
に
分
か
れ
て
、審
査
会
を
行
っ

た
結
果
、次
の
方
々
が
入
賞
し
、光
の

祭
典
最
終
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
=
成
井
多
喜
男
(
入

谷
一
丁
目
)
/
酒
巻
さ
な
え
(
中
川
三

丁
目
)
/
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
幼
稚
園
(

東
和
四
丁
目
)
/
㈲
坂
田
工
務
店
(

千
住
柳
町
)

優
秀
賞
=
会
田
真
由

美
(
弘
道
二
丁
目
)
/
儘
田
吉
夫
(
西

伊
興
一
丁
目
)
/
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
(

花
畑
一
丁
目
)
/
竹
塚
幼
稚
園
(
竹

の
塚
五
丁
目
)

※
敬
称
略
・
順
不
同

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
区
・
観
光
協
会

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

第
1
3
回
マ
イ
タ
ウ
ン
就
職
面
接
会

日
時
=
2
月
2
3日
㈲
、
午
後
1
時
～
4

時
(
受
け
付
け
は
午
後
O
時
3
0分

か
ら
)

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル

内
容
=
足
立
・
荒
川
区
内
の
企

業
約
3
0社
が
参
加
し
、
そ
の
場
で
人

事
担
当
者
と
の
面
接
が
で
き
ま
す
。

※
何
社
で
も
面
接
で
き
ま
す
の
で
、

複
数
の
履
歴
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い

問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
企

画
調
整
部
門(

3
8
7
0
)
8
6
0
9

区
・
経
済
観
光
課
計
画
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
音
楽

と
ワ
イ
ン
の
夕
ベ

日
時
=
3
月
9
日
㈲
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時

場
所
=
ベ
ル
モ
ン
ド
公

園

内
容
=
民
族
楽
器
デ
ィ
ジ
ェ
リ

ド
ウ
と
バ
イ
オ
リ
ン
、
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

定
員
=
6
0

人
(
抽
選
)

費
用
=

▽
区
民
交
流
協

会
会
員
・
:千
円

▽
一
般
…
2
千
円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

会
員
・
一
般
の
区
別
を
明
記

※
(

ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま
で
申
し
込
み

可
。
重
複
申
し
込
み
は
無
効
。
返
信
(

ガ
キ
の
表
面
に
代
表
者
の
住
所
、

氏
名
を
必
ず
記
入

期
限
=
2
月
W
一

日
必
着

申
・
問
先
=
区
民
交
流
協

会
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

基
本
計
画
・
自
治
基
本

条
例
説
明
会

日
時
=
3
月
1
3日
㈲
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

内
容
=
区
で
は
1
6年
1
2月
に
、
区
民

と
の
協
働
を
実
現
す
る
た
め
の
「
自

治
基
本
条
例
」を
、今
年
2
月
に
は
、

協
働
を
経
営
理
念
と
し
た
新
た
な

「
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
一
緒
に
力
強
い
足
立
区
を

実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

定
員
=
7
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
・
電
子
申
請
・
E
メ
ー
ル
・

郵
便
で
、
氏
名
ま
た
は
名
称
(
法
人

や
団
体
の
場
合
は
代
表
者
氏
名
)
、住

所

、
電
話
番
号
を
連
絡

期
限
=
3

月
H

日

申
・
問
先
=

政
策
課
政
策

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

s
e
i
s
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
維
持

管
理
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
3
月
5
日
圉
、
午
後
1
時
3
0

分
～
5
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
=
区
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
居
住
者

内
容
=
表
3

定
員
=
6
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
住
宅
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

表3　 分譲マンション維持管理
セミナー内容

わ
ら
べ
う
た
講
座

日
時
=
3
月
4
日
面
、
午
前
1
0時
～

正
午

場
所
=
中
央
図
書
館

対
象
=
2

歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容
=
親
子
で
一
緒
に
、
伝
承
さ
れ

て
き
た
わ
ら
べ
う
た
に
親
し
み
ま
す

定
員
=
2
0組
(
抽
選
)

講
師
=
落
合

美
知
子
氏
(
わ
ら
べ
う
た
研
究
家
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

子
ど
も
の
名
前
と
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記

期
限
=
2
月
2
1日
消
印
有

効

申
・
問
先
=
中
央
図
書
館
児
童

係

〒
1
2
0・0
0
3
4

千
住
5
-
1
3
1
r
a

　
(
5
8
1
3
)
3
7
4
5

第
1
5回
プ
チ
展
示
「
平
成
1
6

年
度
の
出
土
遺
物
展
」

日
時
=
2
月
‥
H日
～
4
月
1
0日

、
午

前
1
0時
～
午
後
4
時

内
容
=
今
年

度
行
っ
た
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
古

墳
時
代
や
中
世
の
遺
物
を
展
示

場
・
問
先
=
伊
興
遺
跡
公
園

(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

三
世
代
交
流
千
住
遊
び
ま
つ
り

日
時
=
2
月
2
0日
向
、
午
前
1
0時
～

午
後
1
時

場
所
=
千
住
公
園

※

雨
天
時
は
千
住
児
童
館

内
容
=
大

人
も
子
ど
も
も
、
障
害
の
あ
る
子
も

な
い
子
も
、
み
ん
な
で
一
緒
に
昔
の

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。大
型
紙
相
撲
・

千
寿
か
る
た
・
べ
I
ゴ
マ
・
竹
馬
ほ

か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
千
住
児
童
館
老
人
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日
時
=
2
月
2
6日
圉
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴

内
容
=
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
グ
ー
ム
と
一
芸
大
会

※
障

害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
来
て
く
だ

さ
い

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

土
木
の
日
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
利
根
川
の
恵
み
、そ
し
て
脅
威
」

日
時
=
2
月
2
8日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
辰
巳
琢

郎

川
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
/
北
野
大

基
調
講
演
/
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
/
川
の
コ
ン
サ
ー
ト

定
員
=
9
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=
計
画
調
整
課
計
画

　
(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

人
権
研
修
会

「
人
間
ら

し
く
生
き
る
た
め
に
　

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い
」

日
時
=
3
月
8
日
収
、
午
後
2
時
～
4

時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

内
容
=
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

見
つ
め
直
し
、
人
権
問
題
の
解
決
に

向
け
て
、一
緒
に
考
え
ま
す
。

▽
講

演
「
人
権
っ
て
何
だ
ろ
う
?

ご
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」

▽
特

別
報
告
「
大
量
差
別
は
が
き
事
件
に

つ
い
て
」

▽
映
画
「
そ
っ
と
し
て
お

け
ば
・
:寝
た
子
を
起
こ
す
な
と
い
う

考
え
方
」
講
師
=

▽
講
演
…
竹
内

良
氏
(
J
F
E

ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

人
権
啓
発
室
長
)

▽
特
別
報
告
…

浦
本
誉
至
史
氏
(
区
内
在
住
被
害
者
)

定
員
=
1
5
0人(
先
着
順
)

申
込
=
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
を
連
絡

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
8

(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

都
民
ゴ
ル
フ
場
の
区
民

開
放
参
加
者
募
集

日
程
=
3
月
2
6日
倒

対
象
=
区
内

在
住
・
在
勤
の
方

定
員
=
1
8
0人
(
先

着
順
)

費
用
=
6

千
5
0
0円

※
当

日
現
地
に
て
支
払
い
。
昼
食
代
、
ロ

ツ
カ
ー
費
は
別
途
必
要

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
代
表
者
お
よ
び
参
加
者

全
員
(
1
枚
4
人
ま
で
)
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

明
記

※
往
復
(
ガ
キ
以
外
の
申
し

込
み
、
重
複
申
し
込
み
は
、
す
べ
て

無
効

期
限
=
2
月
2
8日
必
着

※

決
定
通
知
は
3
月
上
旬
発
送
予
定

場
・
申
先
=
惠
只
都
民
ゴ
ル
フ
場

〒
1
2
3・0
8
6
5

新
田
I
-
1
5
-
I

　
(
3
9
1
9
)
0
1
1
1

問
先
=
公
園
緑
地
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
8

わ

ーくわ
く
通
信

あ
な
た
の
就
職
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

「
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」リ
ク

ル
ー
ト
で
は
、
区
内
在
住
で
3
0歳
未

満
の
方
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る
相
談
な

ど
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
個
別
相
談

プ
ロ
の
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
あ

な
た
の
仕
事
探
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。「
自
分
に
合
う
仕
事
を
探
し
た

い
≒
あ
こ
が
れ
の
あ
の
仕
事
を
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
?
」な
ど
、

仕
事
探
し
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で

も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
仕
事
発
見
テ
ス
ト

自
分
の
興
味
・
関
心
か
ら
職
業
を

探
索
し
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
仕
事

や
、今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
仕
事
に
出

会
う
き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
で
す
。

□
就
職
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ

ー
就
職
活
動
を
す
る
際
、
パ
ソ
コ
ン

が
で
き
な
く
て
困
っ
た
方
も
多
い
は

ず
。「
ワ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
ま

ず
簡
単
な
文
字
入
力
か
ら
始
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
簡
単
な
カ
バ
ー
レ
タ

ー
を
作
成
し
ま
す
。
履
歴
書
の
添
え

状
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。「
エ
ク

セ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
表
計
算
が

簡

単

に

で

き

ま

す

。

ま

ず

は

よ

く

使

わ

れ

る

機

能

か

ら

試

し

ま

す

。

日

時
=

▽

ワ

ー

ド

セ

ミ

ナ

ー

…
3

月
9

日

㈲

▽

エ

ク

セ

ル

セ

ミ

ナ

ー
・
:
3

月
1
6

日

伽

、

い

ず

れ

も

午

後
2

時

～
4

時
3
0

分

場

所
=

学

び

ピ

ア
2
1

定

員
=

各
2
0

人

□

あ

だ

ち

ワ

ー

ク

セ

ン

タ

ー

時

間
=

午

前
9

時

～

午

後
5

時
(

土
・

日

・
祝

日

除

く

。
受

け

付

け

は
4

時
3
0

分

ま

で
)

場

所
=

区

役

所

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申

・
問

先
=

㈱

リ

ク

ル

ー

ト

(
3
8
8
0
)
5
5
3
9

(
3
8
8
6
)
5
8
3
3

a
d
a
c
h
i
_
w
o
r
k
c
e
n
t
e
r
@
h
o
t
m
a
i
l
.
c
o
m

《
経

済

観

光

課

計

画

調

整

係

》

掲
示

板

足
立
清
掃
工
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

1
2年
か
ら
一
部
稼
働
し
な
が
ら
行

っ
て
い
た
プ
ラ
ン
ト
更
新
工
事
(
焼

却
炉
I
基
と
灰
溶
融
炉
2
基
)
が
3

月
1
5日
に
竣
工
し
、
工
場
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
新
設
の

灰
溶
融
炉
は
、
灰
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
溶
融
し
て
ス
ラ
グ
(
砂
)

に
す
る
設
備
で
す
。

ま
た
、
4
月
か
ら
工
場
見
学
会
を

再
開
し
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

工
場
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。
問

先
=
足
立
清
掃
工
場

(
3
8
5
9
)
4
4
7
5

3
月
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

日
時
=
3

月
1
8日
～
2
1日

場
所
=

長
野
県
志
賀
一
の
瀬
ス
キ
ー
場

定

員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
2
万
3

千
円

※
講
習
希
望
者
は
1
日
5

千
円
増
し
、
2
日
間
は
8
千
円
増
し

申
込
=
電
話

期
限
=
3
月
1
0日

申
・
問
先
=
区
ス
キ
ー
協
会

0
9
0
(
4
6
0
1
)
1
3
5
3

1
7年
第
1
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会
開
催

日
時
=
2

月
2
5日
脚
、午
後
2
時
(
傍

聴
受
け
付
け
は
午
後
1
時
)

場
所
=

東
京
区
政
会
館
(
千
代
田
区
九
段

北
I
-
I
-
4
)

問
先
=
東
京
二

十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事

務
局

　
(
5
2
1
0
)
9
7
2
9

映像広報 制作だより

間もなくやってくる卒業・卒園シーズン。

新たな旅立ちを目前に控え、今、子どもたち

はどんな夢や希望を 持っているのでしょう
か。また、保護者の皆さんは一回りも二回り

も大きく成長した子どもたちのことを、どの
ような思いで見つめているのでしょうか。

今回の番組では、両手一杯の希望と少しの

不安を胸に、末来にはばたいていく小学生、

保育園・幼稚園児と保護者の皆さんの「今」

を司会の林賢一が直撃リポートします。お見

逃しなく! 《広報係》
「情 報 キ ャ ッチ　 好 き で す。あ だ ち」放 送 予 定

あだちコミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

※ 1 日3 回放送(午前9 時30分、午後0 時30分、午後6 時)
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み
ん
な
に
優
し
い

道
路
環
境
を
つ
く
ろ
う
!

道
路
は
み
ん
な
が
使
う
も
の
で
す
。
だ
れ
も
が
安
心
し
て
通

行
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
通
行
の
妨
げ
に
な
る
よ
う
な
道
路
上
で
の
作
業

や
、
物
品
を
置
く
な
ど
の
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
割
を
と
お
し
て
、
道
路
の
正

し
い
使
い
方
を
考
え
て
み
ま
す
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
と
は

正
式
名
称
は
「
視
覚
障
害
者
誘
導

ブ
ロ
ッ
ク
」
と
い
い
、
1
9
6
7

年

に
、
世
界
で
初
め
て
、
日
本
の
岡
山

県
で
誕
生
し
ま
し
た
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
目
が
見
え
な

い
人
や
視
力
の
低
い
人
が
、安
全
に
、

安
心
し
て
歩
行
で
き
る
よ
う
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
え
や
足
の
裏
で
ブ
ロ
ッ
ク
上
の

凸
凹
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

区
内
に
も
多
く
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
区
内
の
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
を

、
す
べ
て
一
列
に
並

べ
た
と
す
る
と

、
そ
の
長
さ
は
約
1
5

に
I…一に
な
り
ま
す
(
1
6
年
3

月
3
1
日
現

在

。
点
字
プ
ロ
ッ
タ
ー
枚
の
大
き
さ

は

、
お
お
む
ね
3
0
叩
四
方
で
す
)
。

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
、
視
覚
障
害
者

へ
道
を
知
ら
せ
る
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
で
す
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
種
類

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、「
線
状
ブ
ロ

ッ
ク
(
写
真
右
下
)
」
と
「
点
状
ブ
ロ

ッ
ク
(
写
真
左
下
)
」
の
2
種
類
が
あ

り
ま
す
。

線
状
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
割
は
進
む
方

向
を
示
し
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
は
注
意

を
促
し
ま
す
。

こ
の
2
種
類
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
い

分
け
て
道
路
上
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
視
覚
障
害
者
が
安
全
に
目
的
地

へ
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

物
を
置
か
な
い
で
!

せ
っ
か
く
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置

し
て
も
、
そ
の
上
に
物
を
置
い
て
し

ま
っ
て
は
目
的
を
達
せ
ら
れ
ま
せ

ん
。ま

た
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上
は
も
ち

ろ
ん
、道
路
上
や
そ
の
付
近
に
看
板
・

商
品
な
ど
の
物
を
置
く
と
、
皆
さ
ん

の
安
全
な
通
行
を
妨
げ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

道

路

は

正

し

く

使

お

う

区
で
は
、
交
通
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
皆
さ
ん
か
ら
の
通
報
を

も
と
に
区
が
管
理
し
て
い
る
道
路
上

の
違
法
・
不
正
な
使
用
、
そ
の
ほ
か

危
険
な
行
為
に
対
し
て
、
是
正
を
求

め
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。だ

れ
も
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る

優
し
い
道
路
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

は
、皆
さ
ん
が
ほ
か
の
人
を
気
遣
い
、

思
い
や
り
の
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
優
し
い
気
持
ち
が
優
し

い
道
路
環
境
を
生
み
出
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲ せっかく点字ブロック
があっても、上に物を置
いてしまったら…

▲ 進行方向を示す線状ブロック▲ 注意を促す点状ブロック

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
道
路
に
支
障
が
あ
る
な
ど
の

連
絡
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、区
・
監
察
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
2
6
5

該
当
の
道
路
が
都
道
か
国
道
か
分
か
る
場
合

▽
都
道
…
都
・
第
六
建
設
事
務
所

(
3
8
8
2
)
1
1
5
1

▽
国
道
…
東
京
国
道
事
務
所
亀
有
出
張
所

(
3
6
0
0
)
5
5
4
1

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

安全は　 あなたの自覚　 周りの目
～足立区生活安全推進標語最優秀賞～

地域の防犯活動や防犯・防火キャンペーンを通し
て、安全で安心なまちをつくります 《危機管理課》

だれが早く取れるかな?

百人一首大会
1 月19日、六木児童館で、手作りカルタを使っ

た百人一首大会が行われました。
小学校1 年生、2・3 年生、4～6 年生の3 グル
ープに分かれての個人戦。1 年生が熱戦を繰り広

げている最中にも、高学年の子どもたちは、正し
い札が取れているかを見てあげるなど、学年を越
えた交流もありました。
「手は、ひざの上に乗せて～」の合図で上の句が

読み始められるので、普段は正座に不慣れな子ど

もたちも、この日ぽかりはきちんと正座。カルタ
を楽しみながら礼儀作法も学んでいました。

「
は
い
っ
!

」
カ
ル
タ

め
が
け
て
ダ
イ
ビ
ン
グ

キ
ャ
ッ
チ

初 大 師
弘法大師の月命日である毎月21日、西新井
大師では縁日が開かれます。
その中でも毎年1 月21日は、一年初めの縁
日として、境内にはたくさんの露店が並び、

特ににぎわいます。
今年も晴天に恵まれ、1 月の穏やかな日差

しの中、多くの人が足を運びました。
また、園内に咲く寒桜と梅の周りではウグ

イスもさえずり、訪れた参詣客を楽しませま
した。

▲ 多くの人が訪れる初大師は、足立の冬の風物詩です

早
春
の
訪
れ

春
の
訪
れ
を
一
番
早
く
告
げ
る
山
菜
と

言
わ
れ
る
「
ふ
き
の
と
う
」。

食
卓
で
「
ふ
き
の
と
う
」
を
目
に
す
る

こ
と
は
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ふ

と
目
を
止
め
た
区
内
の
庭
先
で
も
姿
を
見

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

冬
の
硬
い
地
面
を
割
っ
て
出
て
き
た
温

か
い
息
吹
に
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
早
い
春
の
訪

れ
を
感
じ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
雪
が
降
っ
た
り
、
寒
風
が
吹

く
中
、
自
然
の
力
強
さ
を
感
じ
た
一
瞬
で

し
た
。

寒
さ
の
中
に
も
確
実
に
春
の
足
音
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す

古紙配合率100% 再生紙を使用しています F. I　290, 650


